
平成２３年５月６日

福島県農林水産部

計画的避難区域からの家畜の移動について

計画的避難区域（葛尾村、浪江町、飯舘村、川俣町の一部及び南相馬市の一部）

における家畜移動については、生産者、市町村及び生産者団体等の意向を十分に

配慮するため、現在、市町村を通じて５月１０日まで生産者の意向調査を実施し

ています。

家畜移動については、子牛や肥育牛は家畜市場等への出荷を促進し、繁殖牛等

については県内の施設及び公共牧場等への移動を中心として取り組むことといた

します。

記

１ 当該地区における家畜等の飼育状況について

繁殖牛約１,９００頭、肥育牛約６,３００頭、豚約１０,０００頭、鶏約９１０,０００羽が

飼育されていた（震災前飼育状況）。

２ 中小家畜（豚・鶏）の移動について

豚、鶏については、企業的経営が主流であり、企業の系列内農場への移動や

と畜出荷が順次進められている。

（１）豚は、震災前約１０,０００頭が飼育されており、これまで、約２,５００頭が系

列内農場への移動や と畜出荷されたが、子豚の出産等による頭数増のため、

現在当該区域内には約１４,０００頭が飼育されており、今後、系列内農場への

移動や と畜出荷される予定である。

（２）鶏は、震災前には約９１万羽が飼育されており、これまで、約８７万羽が出

荷売却や企業の系列農場への移動、死亡・廃用等により処分され、現在当該

区域内には、およそ４万羽が飼育されている。今後、４万羽については廃用

や売却により対応する予定。

３ 牛の移動について

牛の移動は次の３つの方法により実施する。



（１）他の畜産農家へ家畜市場などを通じて売買する「生体出荷」

生体出荷の促進のため、現在、全農県本部などの家畜市場開設者において、

臨時の家畜市場開催を検討しており、生体出荷を希望する場合、十分対応で

きる見込み。

（２）当該区域から一時的に別の場所へ家畜を移動させる「一時待避」

県内の公共牧場や、独立行政法人家畜改良センター(西郷村)、福島県農業

総合センター畜産研究所沼尻分場(猪苗代町)を中心として、繁殖牛等につい

て受け入れを調整している。

県外の受入れ先については、農林水産省から、５月１日現在、２４都道府県

の施設において受け入れの調整が行われているとの情報を受けており、今後、

選定を進める。

（３）食肉用に出荷する「と畜出荷」

生産者に対し早期の出荷を促すこととし、出荷が円滑に進むよう、食肉処

理場における と畜出荷枠の確保について国に要請している。

４ 家畜の放射線スクリーニング検査について

家畜の移動に際しては、放射線スクリーニング検査を実施する。検査の結果、

国が示す放射線量の基準（１０万cpm）を超えた場合には、除染作業を行う。

スクリーニング検査は、４月３０日までに７１６頭について検査を実施し、測定

の最高値は５,０００cpm、検査結果の約９割は放射線量が１,０００cpm未満であり、

除染作業が必要となった事例は無い。

また、と畜出荷された家畜については、食肉に加工される前の段階で抽出に

よりモニタリング検査を実施している。

５ 家畜移動に掛かる経費について

家畜移動のための一時待避を行う場合の輸送経費等は、民間食肉関係団体か

らの資金貸付により社団法人福島県畜産振興協会において基金を造成し、立て

替え払いにより対応する。


